
 受 章 者 名 簿 （ 敬 称 略 ） 
 

功 労 表 彰 

氏   名 功  労  内  容 

塩野入   猛  

平成23年から３期12年間にわたり町議会議員を務められ、議会正副議長、監

査委員、総務産業常任委員会委員長、議会運営委員会正副委員長、地域交通網

対策特別委員会正副委員長、広報発行対策特別委員会委員長の要職を歴任し、

地方自治の振興と町発展に尽力された。 

西 沢 悦 子 

平成23年から３期12年間にわたり町議会議員を務められ、議会正副議長、監

査委員、総務産業常任委員会委員長、社会文教常任委員会正副委員長、広報発

行対策特別委員会委員長、議会運営委員会副委員長の要職を歴任し、地方自治

の振興と町発展に尽力された。 

小宮山  定彦 

平成27年から２期８年間にわたり町議会議員を務められ、議会正副議長、社会

文教常任委員会副委員長、広報発行対策特別委員会委員長、議会改革等特別委

員会副委員長の要職を歴任し、地方自治の振興と町発展に尽力された。 

宮 﨑 義 也 

平成24年４月から令和元年５月までの７年余にわたり、町教育委員会教育長と

して、町教育行政の振興に尽力された。 

また、令和元年６月から令和５年５月までの１期４年にわたり、副町長として

地方自治の振興と町の発展に尽力された。 

功 績 表 彰 

氏   名 功  績  内  容 

栗  田   隆 

令和元年５月から令和５年４月までの１期４年にわたり、町議会議員を務めら

れ、総務産業常任委員会委員長、社会文教常任委員会副委員長の要職を歴任し、

地方自治の振興発展に尽力した。 

清  水   守 

平成30年４月から令和２年３月までの２年間、坂城町公民館長を務められ、町

の公民館事業の充実と社会教育、生涯学習の推進に尽力された。 

また、令和元年６月から令和５年６月までの４年余にわたり、町教育委員会教

育長を務められ、町の教育行政の振興に尽力された。 

大 橋 房 夫 
平成23年から３期12年にわたり、坂城町監査委員として、健全な公会計事務

と行政運営、財政管理の適正化に尽力された。 

瀧 澤 直 之 
平成10年から25年間にわたり、町消防団第１分団員として、分団長及び副分

団長も務め、地域における防災活動に尽力された。 

宮 嶋 和 博 
平成10年から25年間にわたり、町消防団第２分団員として、分団長及び副分

団長も務め、地域における防災活動に尽力された。 



塚 田 広 司 
平成12年から23年間にわたり、町消防団第５分団員として、分団長も務め、

地域における防災活動に尽力された。 

西 沢 英 基 
平成14年から21年間にわたり、町消防団第６分団員として、分団長及び副分

団長も務め、地域における防災活動に尽力された。 

山 﨑 法 通 
平成13年から22年間にわたり、町消防団第８分団員として、副分団長も務め、

地域における防災活動に尽力された。 

 

 

 坂城町では、町に培われてきた高度な技能・技術の継承と修得、子どもたちへの「ものづくり

教育」支援、新技術・新産業の創出や発明に対する支援など、子どもから大人まで、技能を尊重

する機運をつくる「坂城ＷＡＺＡパワーアップ事業」を実施しています。 

 この表彰は、その一環として、ものづくり分野における優秀な技能者及び新技術の創出などを

された方を表彰するものです。 
 
 

優秀技能者表彰                    （敬称略） 

氏   名 技 能 功 績 内 容 

株式会社 

 都筑製作所 

 

小 林 知 寛 

技能検定１級機械保全技能士として活躍。 

機械の保全や機械設備のメンテナンスのほか、劣化予測や欠陥の発見、異常発生

時の修理対応など幅広く活躍されている。 

    

新技術・発明表彰                   （敬称略） 

氏   名 新 技 術 ・ 発 明 内 容 

株式会社 

 アルプスツール 

 

川 島 房 雄 

生産技術や機械要素など自身の幅広い知識を活かして、旋盤の「芯高さ調整機構」

を開発し、近年の工作機械の多機能化や加工前の準備時間の短縮などに貢献され

た。 

 

坂城ＷＡＺＡパワーアップ事業表彰 


